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〈
横
浜
都
市
圏
〉
の
地
域
特
性

一
―
横
浜
市
の
現
況

　
横
浜
市
は
昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日
現
在
で

二
七
一
万
四
、
九
六
六
人
の
人
口
を
か
か
え
、

つ
い
に
大
阪
市
を
ぬ
き
、
東
京
都
区
部
に
つ
づ

く
わ
が
国
第
二
位
の
大
都
市
と
な
っ
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
標
題
に
〈
横
浜
都
市
圏
〉
と

い
う
言
葉
を
使
用
し
、
あ
た
か
も
横
浜
都
市
圏

と
呼
び
う
る
も
の
が
あ
る
か
の
よ
う
に
示
し
た

が
、
こ
の
人
口
第
二
位
と
な
っ
た
横
浜
市
に
、

そ
も
そ
も
都
市
圏
が
存
在
す
る
か
が
ま
ず
問
題

と
な
る
。
本
来
都
市
圏
と
は
、
あ
る
都
市
と
労

働
、
貨
幣
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
等
の
恒

常
的
な
交
流
に
よ
っ
て
、
社
会
的
、
経
済
的
に

結
び
つ
け
ら
れ
た
地
理
的
範
囲
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
先
に
い
え
ば

横
浜
市
が
東
京
大
都
市
圏
（
首
都
圏
）
に
お
け

る
ひ
と
つ
の
中
核
都
市
の
役
割
を
は
た
し
て
い

る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
独
自
の
都
市
圏
を
形
成

し
て
い
る
か
は
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。

　
横
浜
市
は
よ
く
《
工
業
都
市
》
、
《
港
湾
都

市
》
、
《
住
宅
都
市
》
の
三
つ
の
顔
を
も
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。
前
二
者
は
生
産
都
市
、
中

核
都
市
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、
後
者
は
文
字

通
り
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
に

そ
の
都
市
が
中
心
都
市
も
し
く
は
生
産
都
市
か

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
を
判
断
す
る
ひ
と
つ
の
指
標

と
し
て
昼
夜
間
人
口
比
が
あ
る
。
横
浜
市
の
夜

間
人
口
を
一
〇
〇
と
す
る
昼
間
人
口
は
、
昭
和

三
十
五
年
が
九
六
・
五
、
四
十
年
九
三
・
七
、

四
十
五
年
九
一
・
七
、
五
十
年
九
〇
・
六
と
漸

減
傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
同
様
の
指
標
と
し
て
、
市
民
所
得
推
計

に
お
け
る
市
民
純
生
産
を
一
と
す
る
市
内
純
生

産
の
割
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

三
十
五
年
度
は
一
・
〇
六
二
で
、
三
十
九
年
度

ま
で
市
内
純
生
産
の
ほ
う
が
市
民
純
生
産
を
上

回
っ
て
お
り
、
生
産
都
市
と
し
て
の
性
格
を
顕

著
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
四
十
年
度
に
は
そ

の
関
係
が
逆
転
し
（
〇
・
九
八
三
）
、
以
後
年

々
流
人
超
過
と
な
り
、
五
十
年
度
に
は
〇
・
八

二
五
ま
で
お
ち
て
い
る
。
一
方
、
昼
間
横
浜
市

内
に
流
入
す
る
就
業
者
数
も
増
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
横
浜
市
は
、
生
産
都
市
的
色

彩
を
残
し
な
が
ら
も
、
徐
々
に
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン

化
の
傾
向
を
強
め
て
い
る
と
判
断
で
き
る
（
表

１
参
照
）
。

　
こ
れ
は
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
な
か
で
、

首
都
東
京
に
人
口
、
事
業
所
が
集
中
し
、
集
積

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
こ
と
に
よ
り
、
過
度
の
集

中
が
す
す
ん
で
い
っ
た
過
程
の
裏
面
で
あ
る
。

東
京
都
区
部
の
過
密
、
過
飽
和
よ
り
郊
外
に
住

宅
立
地
を
求
め
る
人
々
は
、
都
下
、
神
奈
川
県
。

埼
玉
県
、
千
葉
県
に
流
れ
、
な
か
で
も
横
浜
市

は
、
昭
和
四
十
年
代
に
一
年
間
に
人
口
が
八
～

一
〇
万
人
増
え
る
と
い
う
世
界
に
も
類
い
を
み

な
い
異
常
な
人
口
増
に
見
舞
わ
れ
た
。
一
年
間

に
約
一
〇
万
人
も
の
市
民
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
本
市
の
な
か
に
毎
年
小
都
市
が
ひ
と
つ

ず
つ
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
う
行
政
需
要
の
増
大
、
都
市
問
題
の
激
化
等
、

そ
の
波
及
の
大
き
さ
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
し

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
ち
な
み
に
都
市
基
盤
及
び
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
状
況
を
大
都
市
で
比
較
す
れ
ば
、
横
浜
市

の
立
ち
遅
れ
と
深
刻
な
状
況
が
明
瞭
と
な
る
。

シ
ス
テ
ム
分
析
手
法
研
究
会

五
十
一
年
度
末
で
横
浜
市
の
道
路
率
は
九
・
四

％
（
一
〇
大
都
市
中
第
四
位
）
、
下
水
道
普
及

率
（
五
十
二
年
度
末
）
は
三
一
・
〇
％
（
同
第

一
〇
位
）
、
市
民
一
人
当
り
都
市
公
園
面
積
五

表1　夜間・昼間人口と市民，市内純生産

主
成
分
分
析
法
に
よ
る
分
析



十
一
年
度
末
は
一
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
（
同
第

九
位
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
生
活
環
境
面
を

み
れ
ば
、
五
十
一
年
末
の
市
民
一
〇
万
人
当
り

病
院
数
は
四
・
三
（
同
第
一
〇
位
）
、
五
十
一

年
度
末
の
市
民
一
〇
万
人
当
り
保
育
所
数
は
六

・
四
（
同
第
一
〇
位
）
、
市
民
一
〇
〇
〇
人
当

り
図
書
館
蔵
書
冊
数
は
三
四
〇
冊
（
同
第
八

位
）
と
か
な
り
劣
悪
な
状
況
に
あ
る
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
公
共
事
業
、
公
共
施
設
の
立
ち
遅
れ

は
行
政
区
別
に
眺
め
れ
ば
、
そ
の
差
違
格
差
が

な
お
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
す
る
（
表
２
、
表
３

表―２　10大都市別都市基盤，生活環境基盤整備状況

参
照
）
。

　
近
年
、
社
会
、
経
済
情
勢
の
変
化
及
び
人
口

抑
制
策
等
に
よ
り
、
横
浜
市
全
体
で
は
社
会
増

が
漸
く
頭
打
ち
と
な
り
、
自
然
増
に
よ
る
人
口

増
だ
け
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
行
政
区

別
に
な
が
め
れ
ば
、
い
ま
だ
人
口
急
増
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
区
も
あ
り
、
す
で
に
人
口
減
と
な

っ
た
区
も
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
が
、
区
別
の

生
活
環
境
基
盤
整
備
状
況
の
格
差
を
拡
大
し
て

い
る
こ
と
の
主
因
を
な
し
て
い
る
。

　
い
ま
こ
そ
横
浜
市
は
、
長
期
的
展
望
を
も
ち

名
実
と
も
に
大
都
市
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

基
盤
、
生
活
環
境
基
盤
作
り
の
た
め
の
努
力
を

い
ま
ま
で
に
も
ま
し
て
お
こ
な
う
べ
き
で
あ

る
。

し
要
因
間
の
影
響
を
探
る
方
法
、
の
二
つ
が
考

え
ら
れ
る
。
前
者
に
は
因
子
分
析
、
主
成
分
分

析
等
の
多
変
量
解
析
が
有
効
で
、
後
者
に
は
計

量
経
済
モ
デ
ル
、
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
、
産
業
連
関
分

析
等
に
よ
り
、
都
市
を
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と

し
て
実
験
で
き
る
モ
デ
ル
が
有
効
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
人
員
、
研
究
時
間
等
の
制

約
も
あ
っ
た
が
、
ま
ず
、
横
浜
市
の
地
域
別
の

特
性
を
実
証
的
、
科
学
的
に
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
、
研
究
を
す
す
め
る
上
で
の
第
一
段
階
で

表―３　行政区別都市基盤，生活環境基盤整備状況
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わ
た
し
た
ち
は
横
浜
市
の
現
況
に
対
し
以
上

の
よ
う
な
認
識
を
も
ち
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
る

大
都
市
〝
横
浜
の
姿
″
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
に
は
、
①
特
性
あ
る
地
域
ご
と
に
分
類
し

共
通
性
を
見
出
す
方
法
、
②
因
果
関
係
を
分
析

二

研
究
の
全
体
構
成



図―１　研究の全体構成図あ
る
と
考
え
、
①
の
方
法
を
選
ん
だ
。
な
お
②

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
。

　
そ
こ
で
わ
た
し
た
ち
は
、
今
回
の
分
析
を
地

域
別
の
特
性
と
そ
の
相
違
を
探
る
地
域
分
析
、

地
域
特
性
分
析
と
し
、
比
較
的
似
か
よ
っ
た
特

性
を
も
つ
地
区
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
地
域
分

類
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
解
析
手
法
と
し
て
は

主
成
分
分
析
を
使
用
し
た
。
主
成
分
分
析
と
は

多
量
解
析
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
手
法

で
、
互
い
に
相
関
の
あ
る
多
種
類
の
特
性
値
を

も
つ
情
報
を
、
互
い
に
無
相
関
な
少
数
個
の
総

合
特
性
値
に
要
約
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
図
１
の
手
順
に
よ
り
、
最
初

に
地
域
、
都
市
構
造
、
都
市
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
か
さ
れ
、
並
行
し
て
統
計
学
、
主
成
分
分

析
の
学
習
を
す
す
め
た
上
で
、
い
く
つ
か
の
事

例
研
究
を
お
こ
な
っ
た
（
な
お
こ
の
計
算
過
程

は
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
提
供
の
主
成
分
分
析
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
使
用
し
た
）
。

三

人
口
構
造
か
ら
み
た
地
域

特
性
分
析

　
こ
こ
で
は
わ
た
し
た
ち
の
お
こ
な
っ
た
事
例

研
究
の
う
ち
、
人
口
構
造
分
析
に
つ
い
て
述
べ

て
み
る
。

①
―
対
象
地
域
及
び
変
数

　
対
象
地
域
と
変
数
を
ど
う
と
る
か
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
分
析
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
対
象
地
域
を
本
市
一
四
行
政
区
を
中
心
に
二

五
地
域
と
し
、
横
浜
市
に
隣
接
す
る
都
市
を
サ

ン
プ
ル
に
選
ん
だ
。
な
お
川
崎
市
も
行
政
区
単

位
と
し
、
相
模
原
市
は
都
市
規
模
の
大
き
さ
か

ら
み
て
、
特
別
に
サ
ン
プ
ル
に
加
え
た
（
図
２

図―２　対象地域した32変数選択表―4
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参
照
）
。

　
変
数
は
、
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
結
果
か
ら

表
４
に
示
す
三
二
変
数
を
選
び
、
分
析
に
か
け

て
み
た
。

②
―
成
分
の
解
釈

　
二
五
地
域
、
三
二
変
数
で
お
こ
な
っ
た
主
成

分
分
析
の
結
果
、
表
５
に
示
す
よ
う
な
固
有
値

を
も
つ
主
成
分
が
算
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
第

一
成
分
か
ら
第
六
成
分
ま
で
表
示
し
て
あ
る
が

第
六
成
分
ま
で
で
全
休
の
九
二
％
を
説
明
し
て

い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
三
二
変
数
全
て
を
検
討

し
な
く
て
も
、
第
六
成
分
ま
で
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
体
の
九
二
％
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る

表― 5　主成分の固有値

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
第
一
成
分
と

第
二
成
分
の
説
明
力
が
大
き
く
、
両
方
で
七
〇

％
を
こ
え
て
い
る
。
次
に
第
三
成
分
ま
で
の
成

分
の
解
釈
を
述
べ
て
み
る
。

(
ア
)
第
一
成
分
―
都
心
部
と
人
口
急
増
地
区

　
第
一
成
分
は
、
全
休
の
変
動
の
四
五
・
七
六

％
と
い
う
大
き
な
割
合
を
説
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
成
分
に
寄
与
す
る
変
数
の
因
子
負
荷
量

か
ら
み
る
と
、
表
６
に
示
し
た
と
お
り
、
プ
ラ

ス
方
向
に
は
未
婚
率
、
単
独
世
帯
率
と
い
う
都

表－６　因子負荷量（第１成分）

市
部
独
特
の
傾
向
を
示
す
変
数
が
上
位
に
あ

る
。
ま
た
自
営
業
主
率
、
家
族
従
業
者
率
は
商

業
性
を
示
し
て
お
り
、
人
口
密
度
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
人

口
率
、
昼
間
人
口
率
は
過
密
及
び
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
中

心
業
務
地
区
）
を
示
す
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

従
っ
て
第
一
成
分
の
プ
ラ
ス
方
向
は
都
市
部
、

都
心
部
の
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
逆
に
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
は
核
家
族
世
帯
率
、

年
少
人
口
指
数
、
有
配
偶
率
、
人
口
増
減
率
、

普
通
世
帯
増
減
率
な
ど
が
あ
り
、
人
口
急
増
地

域
に
お
け
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
性
格
が
顕
著
に

表
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
各
地
域
別
の
成
分
得
点
を
表
７
で
み
る

と
、
本
市
で
は
中
区
、
西
区
、
南
区
の
い
わ
ゆ

る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
三
区
が
高
い
得
点
を
示
し
、
他
で
は

川
崎
市
の
中
原
区
と
川
崎
区
が
高
得
点
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
人
口
急
増
の
は
げ
し
い

緑
区
、
戸
塚
区
、
港
南
区
、
旭
区
等
、
マ
イ
ナ

ス
得
点
を
高
く
し
て
お
り
、
〈
横
浜
都
市
圏
〉

に
お
け
る
中
心
部
と
周
辺
部
の
相
違
が
明
瞭
に

表―７　成分得点（第１成分）
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表－８　因子負荷量（第２成分）表
わ
れ
て
い
る
。

(
イ
)
第
二
成
分
―
住
民
生
活
の
質
の
相
違

　
第
二
成
分
の
全
休
の
変
動
に
対
す
る
説
明
力

は
、
二
四
・
八
五
％
と
か
な
り
大
き
く
、
第
一

成
分
と
合
わ
せ
る
と
七
〇
％
強
を
説
明
し
て
い

る
。

　
表
８
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
二
成
分
に
寄
与

す
る
変
数
は
、
プ
ラ
ス
方
向
に
性
比
、
第
二
次

産
業
従
事
者
率
、
民
営
借
家
率
。
未
婚
率
(
男
)
、

単
独
世
帯
率
が
あ
り
、
主
と
し
て
第
二
次
産
業

従
事
、
若
年
層
、
借
家
層
を
示
七
て
い
る
。
逆

表－９　成分得点（第２成分）

に
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
は
六
五
歳
以
上
親
族
の
い

る
世
帯
率
、
老
年
人
口
指
数
、
持
ち
家
率
、
第

三
次
産
業
従
事
者
率
、
一
人
当
り
畳
数
、
役
員

率
、
平
均
年
齢
が
上
位
を
占
め
、
主
と
し
て
第

三
次
産
業
従
事
、
高
年
層
、
持
ち
家
層
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
第
二
成
分
は
、

住
民
の
就
業
に
お
け
る
産
業
構
造
の
相
違
、
年

齢
構
造
の
相
違
及
び
住
宅
の
所
有
の
相
違
を
示

し
て
お
り
、
住
民
生
活
の
質
の
違
い
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

　
各
地
域
の
成
分
得
点
を
表
９
で
み
る
と
、
中

表－10　因子負荷量（第３成分）

原
区
、
幸
区
、
高
津
区
、
川
崎
区
の
川
崎
市
四

区
が
プ
ラ
ス
の
得
点
の
上
位
に
並
び
、
本
市
の

鶴
見
区
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
の
上
位
に
は
逗
子

市
、
鎌
倉
市
の
両
市
が
並
び
、
中
区
、
西
区
、

横
須
賀
市
、
南
区
が
そ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

(
ウ
)
第
三
成
分
―
《
横
浜
都
市
圏
》
と

　
　
　
　
　
　
《
東
京
圏
》

　
第
三
成
分
は
全
体
の
変
動
の
約
八
％
を
説
明

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
決
し
て
小
さ

い
と
は
い
え
な
い
。

表－11　成分得点（第３成分）

　
第
三
成
分
は
表
1
0
に
示
し
た
と
お
り
、
プ
ラ

ス
方
向
に
横
浜
市
内
従
業
率
、
公
営
借
家
率
、

Ｄ
Ｉ
Ｄ
人
口
率
、
人
口
密
度
が
あ
り
、
マ
イ
ナ

ス
方
向
に
は
東
京
都
内
従
業
率
、
第
一
次
産
業

従
事
者
率
。
役
員
率
、
一
人
当
り
畳
数
が
あ
る
。

し
」
れ
ら
の
こ
と
か
ら
第
三
成
分
は
、
住
民
の

顔
の
向
け
方
が
〈
横
浜
都
市
圏
〉
か
、
〈
東
京

圏
〉
か
の
違
い
を
表
わ
し
て
い
る
と
解
釈
で
き

る
。

　
各
地
域
の
成
分
得
点
を
表
1
1
で
み
る
と
、
瀬

谷
区
、
旭
区
、
保
土
ヶ
谷
区
、
南
区
が
プ
ラ
ス
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の
得
点
の
上
位
に
あ
り
、
逆
に
多
摩
区
、
鎌
倉

市
、
港
北
区
、
緑
区
が
マ
イ
ナ
ス
の
得
点
の
上

位
に
あ
り
、
前
者
は
横
浜
に
、
後
者
は
東
京
に

と
い
う
住
民
の
顔
の
向
き
の
違
い
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

③
―
地
域
分
類

　
こ
の
分
析
結
果
か
ら
比
較
的
似
か
よ
っ
た
特

性
を
も
つ
地
域
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
み
よ

(
ア
)
第
一
、
第
二
成
分
に
よ
る
地
域
分
類

　
第
一
成
分
を
横
軸
に
、
第
二
成
分
を
縦
軸
に

と
り
、
各
地
域
の
成
分
得
点
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る

と
図
３
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
各
市
区
を

図― 3　地域分類（Ｉ一Ⅱ軸）

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
六
つ
に
大

別
で
き
る
。

　
グ
ル
ー
プ
一
は
、
中
区
、
西
区
、
南
区
の
三

区
で
、
横
浜
市
の
中
心
地
域
と
し
て
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ

及
び
商
業
、
繁
華
街
地
区
で
あ
る
。
住
民
は
概

し
て
第
三
次
産
業
従
事
者
が
多
く
、
高
年
層
、

持
ち
家
層
で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
ニ
は
、
中
原
区
、
幸
区
、
川
崎
区
、

鶴
見
区
、
神
奈
川
区
の
五
区
で
、
工
業
地
区
、

工
住
混
在
地
区
と
呼
び
う
る
地
区
で
あ
る
。
住

民
は
第
二
次
産
業
従
事
者
や
若
い
男
子
が
多
く

工
業
生
産
活
動
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
三
は
、
多
摩
区
、
・
港
北
区
、
高
津

図―４　地域分類図

区
で
、
第
二
次
産
業
従
事
者
が
比
較
的
多
い
住

宅
地
区
で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
四
は
、
大
和
市
、
相
模
原
市
、
瀬

谷
区
、
旭
区
、
港
南
区
、
戸
塚
区
、
緑
区
の
七

地
区
で
、
《
横
浜
都
市
圏
》
及
び
《
東
京
圏
》

の
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
み
な
せ
る
人
口
急
増
地
区

で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
五
は
、
保
土
ヶ
谷
区
、
金
沢
区
、

磯
子
区
、
横
須
賀
市
、
藤
沢
市
の
五
地
区
で
、

六
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
最
も
平
均
的
な

商
工
住
混
在
地
区
で
あ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
六
は
、
逗
子
市
と
鎌
倉
市
で
、
他

地
区
と
か
な
り
離
れ
て
一
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
の
地
区
は
、
高
年
層
の
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
が
多
く
、
一
人
当
り
畳
数
や
役
員
率
な

ど
の
所
得
項
目
に
か
わ
る
変
数
が
き
い
て
お
り

高
級
住
宅
地
区
と
し
た
。

　
以
上
の
地
域
分
類
を
地
図
の
上
に
表
示
し
た

の
が
図
４
で
あ
る
。

(
イ
）
第
一
、
第
三
成
分
に
よ
る
地
域
分
類

　
第
一
成
分
を
横
軸
に
、
第
三
成
分
を
縦
軸
に

図―５　地域分類（Ｉ―Ⅲ軸）
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と
り
、
各
地
域
の
成
分
得
点
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る

と
図
５
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
分
類
し
た

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
人
口
急
増
地
区
の
中
で
、
緑

区
、
相
模
原
市
が
他
の
五
市
区
と
違
う
象
徴
に

位
置
し
、
東
京
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
本
市
一
四
区
の
う
ち
、
い
ま

あ
げ
た
緑
区
と
港
北
区
が
縦
軸
の
マ
イ
ナ
ス
領

域
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
住
民
が
横
浜
市

の
中
心
地
域
よ
り
も
、
東
京
都
内
に
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

④
―
分
析
に
よ
る
問
題
点

　
今
回
の
人
口
構
造
分
析
を
通
じ
て
、
は
な
は

だ
常
識
に
合
致
す
る
よ
う
な
地
域
分
類
が
お
こ

な
わ
れ
、
ど
う
に
か
《
横
浜
都
市
圏
》
ら
し
き

も
の
が
浮
び
上
が
っ
た
こ
と
は
ひ
と
つ
の
収
穫

だ
っ
た
。

　
こ
の
分
析
だ
け
で
な
に
か
結
論
づ
け
た
り
、

政
策
提
言
を
お
こ
な
う
の
は
い
さ
さ
か
無
理
が

あ
る
が
、
分
析
を
通
し
て
痛
感
し
た
点
を
二
つ

ほ
ど
あ
げ
た
い
。

　
ま
ず
第
一
点
は
、
交
通
体
系
の
問
題
で
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
《
横
浜
都
市
圏
》
と
判
定

さ
れ
た
本
市
の
行
政
区
は
、
一
四
区
中
一
二
区

で
、
な
か
で
も
相
鉄
線
に
よ
っ
て
横
浜
市
の
中

心
地
域
に
通
じ
て
い
る
瀬
谷
区
、
旭
区
、
保
土

ヶ
谷
区
三
区
の
結
び
つ
き
が
最
も
強
い
。
こ
れ

に
対
し
て
《
東
京
圏
》
の
一
部
を
な
し
て
い
る

と
お
も
わ
れ
る
緑
区
、
港
北
区
は
そ
れ
ぞ
れ
田

園
都
市
線
、
東
横
線
に
よ
っ
て
東
京
都
区
部
と

結
び
つ
い
て
い
る
。
田
園
都
市
線
、
東
横
線
沿

線
の
住
民
の
東
京
都
内
従
業
率
が
高
い
こ
と
は

　
『
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
メ
ッ
シ
ュ
マ
ッ
プ
』

　
（
総
務
局
統
計
課
）
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
横
浜
市
を
東
京
大
都
市

圏
（
首
都
圏
）
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
中
核
都
市

と
す
る
た
め
に
も
、
交
通
体
系
の
東
京
志
向
型

を
修
正
す
る
こ
と
は
、
緊
急
か
つ
重
大
な
責
務

で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

　
次
に
第
二
点
と
し
て
、
地
域
に
よ
っ
て
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
重
点
施
策
は
変
る
べ
き
だ
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
本
市
各
行
政
区
の
地
域
特
性

の
相
違
、
人
口
構
造
の
相
違
が
明
瞭
な
以
上
、

各
地
域
ご
と
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
一

例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
人
口
急
増
地
区
に
お
い

て
は
な
に
よ
り
も
生
活
環
境
基
盤
を
充
実
さ
せ

る
施
策
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で

あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
具
体
的
に
、
ど
の
地
域

で
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
重
要
で
あ
る
か
は
、

異
っ
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

四

シ
ス
テ
ム
分
析
の
研
究
、

開
発
を
め
ざ
し
て

　
わ
た
し
た
ち
は
、
人
口
構
造
に
よ
る
地
域
特

性
分
析
以
外
に
も
、
都
市
機
能
を
構
成
す
る
と

考
え
ら
れ
る
生
産
活
動
、
生
活
活
動
、
消
費
活

動
と
い
っ
た
な
か
か
ら
活
動
変
数
を
と
り
だ
し

都
市
機
能
か
ら
み
た
地
域
特
性
分
析
を
試
み

た
。
ま
た
前
述
の
横
浜
市
の
現
況
に
対
す
る
認

識
及
び
地
域
に
よ
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
変
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、

教
育
施
設
、
生
活
環
境
施
設
、
社
会
福
祉
施
設

等
々
を
、
（
市
）
区
民
一
人
当
り
な
り
、
逆
に

施
設
一
つ
当
り
の
（
市
）
区
民
数
等
の
指
標
に
と

り
、
『
地
域
生
活
環
境
指
標
』
と
で
も
い
う
べ

き
指
標
作
成
を
め
ざ
す
分
析
も
試
み
た
。
そ
れ

ら
の
一
部
は
ま
と
ま
り
、
後
述
す
る
報
告
書
に

掲
載
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
い
ま
だ
試

行
中
で
あ
る
（
な
お
他
都
府
県
市
で
は
、
市
民

の
福
祉
の
度
合
を
測
定
し
よ
う
と
す
る
『
社
会

指
標
』
『
福
祉
指
標
』
作
成
の
試
み
が
、
す
で

に
数
年
前
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
る
）
。

　
ま
た
シ
ス
テ
ム
分
析
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て

シ
ス
テ
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
（
Ｓ
Ｄ
）
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
都
市
を
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
把
握
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
を
構
築

し
た
上
で
、
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お

こ
な
い
、
政
策
選
択
の
道
具
と
し
て
用
い
る
こ

と
を
狙
い
と
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
手
法
で
あ

る
。
『
横
浜
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
』
と
で
も
呼
ぶ
べ

き
モ
デ
ル
を
開
発
、
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
口
、
宅
地
面
積
、
市
税
収
入
の
将
来
予
測
や

教
育
施
設
、
生
活
環
境
施
設
、
社
会
福
祉
施
設

等
々
の
需
要
予
測
を
お
こ
な
う
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
す
で
に
電

算
課
と
統
計
課
の
職
員
を
中
心
に
一
部
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。

　
横
浜
市
は
『
横
浜
市
総
合
計
画
・
一
九
八
五
』

の
な
か
で
、
実
現
す
べ
き
都
市
像
を
五
つ
あ
げ

そ
の
な
か
に
「
生
活
環
境
を
中
心
に
お
い
た
人

間
環
境
都
市
」
、
「
広
域
大
都
市
圏
の
中
の
中

核
都
市
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
と
も
す
れ
ば

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
終
り
や
す
い
基
本
構
想
の
な
か

で
前
者
は
社
会
指
標
を
研
究
、
開
発
す
る
こ
と

に
よ
り
、
後
者
は
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
を
開
発
、
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
証
的
に
科
学
的

に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
限
ら
れ
た
費
用
の
な
か
で
住
民
、
自
治
体
に

最
も
効
果
の
あ
る
配
分
方
法
の
あ
り
方
、
地
域

の
住
民
は
い
ま
ど
ん
な
行
政
需
要
を
も
っ
て
い

る
の
か
、
ど
の
地
域
で
は
ど
ん
な
公
共
事
業
、

公
共
施
設
が
遅
れ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、

横
浜
市
が
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す

た
め
に
行
政
側
と
し
て
な
し
う
る
こ
と
は
な
に

か
等
々
、
シ
ス
テ
ム
分
析
は
こ
れ
ら
の
問
題
を

定
式
化
し
、
答
え
を
あ
た
え
よ
う
と
す
る
。

　
わ
た
し
た
ち
の
研
究
は
、
い
ま
そ
の
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
い
ま
こ
れ
ら
の
答
え
が

用
意
さ
れ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
な
す
こ
と

は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
な
し
え
た
こ
と
は
あ
ま

り
に
も
少
な
い
。
し
か
し
、
大
方
の
叱
正
と
協

力
を
仰
ぎ
、
シ
ス
テ
ム
分
析
手
法
を
活
用
し
、

今
後
も
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

計
画
策
定
へ
の
参
加
を
お
こ
な
っ
て
い
こ
う
と

お
も
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
小
論
は
シ
ス
テ
ム
分
析
手
法
研
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究
会
が
、
総
務
局
職
員
研
修
所
の
行
政
問
題
自

主
研
究
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て
ま
と
め
た
報
告

書
『
主
成
分
分
析
に
よ
る
横
浜
都
市
圏
の
地
域

特
性
分
析
』
を
、
総
務
局
電
子
計
算
課
手
塚
誠

と
統
計
課
北
薗
義
広
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
分
析
に
少
し
で
も
興
味
を
も
た
れ
た

方
は
、
報
告
書
を
も
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究

に
際
し
ご
多
忙
中
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
筑

波
大
学
助
教
授
安
田
八
十
五
氏
と
、
ご
協
力
く

た
さ
い
ま
し
た
川
崎
市
電
子
記
録
課
山
崎
、
深

谷
両
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

▽
シ
ス
テ
ム
分
析
手
法
研
究
会
＝
総
務
局
統
計

課
・
浅
沼
孝
義
、
同
・
金
綱
武
志
、
同
・
北
薗

義
広
、
同
・
広
木
俊
一
、
港
湾
局
振
興
課
・
金

丸
明
照
、
公
害
対
策
局
大
気
課
・
小
林
善
雄
、

磯
子
区
役
所
納
税
課
・
讃
井
康
六
、
総
務
局
電

子
計
算
課
・
干
葉
一
郎
、
同
・
土
谷
真
澄
、
同
・

手
塚
誠
。
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